
1 
 

令和８年２月14日（土）９時30分～16時30分に、霞ケ浦環境科学センターにおいて令和７年度環

境学習フェスタを開催いたします。 

当フェスタは、環境について楽しく学習する機会を提供するとともに、環境保全に対する関心を

高めることを目的に実施するもので、市民団体・県関係機関等による環境に関する体験、工作等の

ブース出展や、県内の小学生・中学生・高校生が環境学習や環境保全活動の成果を発表する環境学

習成果発表会を実施します。また、土浦市の主催による高校生霞ヶ浦ミーティングでは、土浦市内

の高校生が「霞ヶ浦の未来を考える～生態系サービスから視る霞ヶ浦の将来像～」をテーマに霞ヶ

浦の将来像について成果発表を行う予定です。さらに近隣市町村のご当地マスコットキャラクター

の登場や飲食ケータリングカーの出店も予定しており、楽しいイベント盛りだくさんの１日となり

ます。 

パートナーの皆様におかれましては、ブースの出展フェスタの運営などに御協力を賜ることもあ

るかと存じますが、その際はどうぞよろしくお願いいたします。       （センター 圷） 

 令和７年 11 月 22 日（土）に、センター多目的ホールにて霞ヶ浦水質浄化ポスターコンクール表

彰式を開催いたしました。このコンクールは、霞ヶ浦や流域河川をきれいにしようという気持ちが

伝わる作品や、理想の霞ヶ浦や未来の霞ヶ浦をイメージした作品をテーマに描くことで、霞ヶ浦や

流域河川の水環境を考える契機とするとともに、水環境保全に対する意識の向上を図ることを目的

としております。 

表彰式では、入賞者とその御家族約 150 名が出席し、応募総数 223 作品の中から選ばれた 54 作品

の入賞者に表彰状が授与されました。また、表彰式後には、自由参加の体験イベントとして、プラン

クトン観察、展示室ツアーを実施し、霞ヶ浦に親しんでいただきました。 

子どもたちの素晴らしい作品は、県内各地で巡回展示を実施しております。お近くにお越しの際

は、ぜひお立ち寄りください。 

●巡回展示スケジュール 

茨城県庁 25 階展望デッキ 令和７年 12 月 23 日（火）～令和８年１月 ６日（火） 

イオンモール土浦 令和８年 １月 24 日（土）～令和８年１月 25 日（日） 

茨城県立図書館 令和８年 ３月 ４日（水）～令和８年３月 15 日（日） 

パートナー情報誌 ＫＡＳＵＭＩ 第４５号（通巻 83 号）  発行日 令和８年１月３１日 

令和７年度「環境学習フェスタ」開催のお知らせ 

「令和７年度霞ヶ浦水質浄化ポスターコンクール表彰式」を開催しました 

令和６年度環境学習フェスタのお知らせ   1P 
「霞ヶ浦水質浄化ポスコン」表彰式開催報告  

1~2P 
霞ヶ浦水辺ふれあい事業に参加して     2~3P 
福田良市先生を偲んで           3~4P 
「香澄」アーカイブス 「鳥の鳴き声」   4P 
霞ヶ浦の河川（その１）         5~6P 
パートナー紹介 私のボランティア活動    6P 
編集後記                  6P 
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●県知事賞受賞作品 

小学校低学年部門      小学校高学年部門        中学生部門 

 

            

 

つくば市立みどりの学園義務教育学校   鉾田市立鉾田南小学校 牛久市立おくの義務教育学校 

２年 岩村 青飛 さん    ６年 額賀 義史 さん    ２年 神戸 心 さん 

●表彰式の様子 

賞状授与の様子          県知事賞受賞者           集合写真 

（センター 野殿） 

令和 7 年 11 月 29 日（土）に「霞ヶ浦クルージング＆湖岸スタディサイクリング 2025」が行われ

ました。私達パートナー3人は、自然再生地 B区で国土交通省霞ヶ浦事務所職員の方やセンター担当

者と共に参加者を迎えました。 

A 班 20 名余りの参加者は、小学生から大人までと幅広い年

代。自転車に乗り、９時にりんりんポート土浦を出発し、湖

岸沿いを４㎞サイクリングして、一番目のチェックポイント

である自然再生地 B 区に向かって来ました。私達パートナー

は、交通誘導をし、皆さんの体調を気づかいながらの声掛け

からスタートしました。良い天気に恵まれたためか、全員元

気はつらつの様子でした。到着しスタンプチェックを受けた後、国土交通省職員から、自然再生地 B

区の成立ちや保全活動について説明があり、その後、湖岸植物の観察会となりました。３ｍ以上に

「第４回霞ヶ浦水辺ふれあい事業」に参加して 
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成長したセイタカヨシの実物を手にすると、その大きさに驚いていました。ヨシやオギ、ヒメガマ

など湖岸に植物が数多く育つことや植物の役割や活用法など熱心に説明を聞く姿が見られて嬉しく

なりました。水鳥は、双眼鏡を使用して、白い額で黒い体のオオバンや大群で見られるマガモなど

を観察することができました。短時間の活動でしたが、皆で協力し合って、無事次のチェックポイ

ント崎浜古墳へと送り出しました。 

B 班は、12 時頃に到着予定です。２時間余り空白時間がありましたが、湖岸の水鳥を眺めたり、風

景をゆっくり楽しんだりして担当者同士の交流を深めることができました。B 班の到着が遅れ気味

でしたが、センターバイクの後に 20 名余りが力強くペダルを踏んで到着し、慌ただしく私達の活動

が始まりました。諸活動は前回の反省を生かしてスムーズに行えたように思います。少し遅れてき

た一組の親子には給水と補食を促してから、各活動をサポートしました。「あと 4㎞。ゴールまでも

う少しだね。」と皆で励ましの声掛けをすると元気回復し、かわいい笑顔で力強くペダルを踏んで自

然再生地 B区を後にしました。 

今回、パートナーの仲間と活動に参加し貴重な体験ができました。ありがとうございました。 

(パートナー 栗山） 

 

昨年、師走に入ってまもなく、湖岸の定点観察や野外観察講座でお世話になった福田良市先生が

ご逝去されました。先生を偲び、心からご冥福をお祈り致します。 

長年、県立高校の生物教師や教頭先生を勤められ、霞ケ浦環境科学センターには初代の野外講座

担当だった安先生の後任として５年間勤務されました。その後の 10 年間も自然観察会などの講師と

して巴川・雁通川河口、高田権現、大覚寺や筑波山白滝、加波山花の入公園、上野沼公園、渡良瀬遊

水地や涸沼など、数えきれないぐらいの場所でご指導いただきました。 

在学中から植物に親しみ、茨城県の植物の分布調査を長年続け、茨城県版レッドデータブック植

物編には検討委員として携われました。先生が植物相を調査した富士山(石岡市新地)において県内

で初めて見つけたミヤマノコギリシダは、今でも県内唯一の産地と安先生が弔辞で話されました。  

また本センター近くの竹林で発見して報告されたクロヤツシロランとアキザキヤツシロランはこ

れを契機にその後次々と各地で見つかったそうです。 

(パートナー 二階堂） 

 

福田先生はいつも「足で稼げ」っておっしゃってました。エピソードは沢山あります。 

2010 年初頭「これ何でしたっけ？」「ヘクソカズラだよ」と先生。

「また騙されました」知っているのに若く伸びた茎葉を違う植物

と勘違いして騙された宝篋山の麓。「何だっけな？」と先生。「ヒデ

リコでしょう」2012 年９月潮来トンボ公園での一コマ。先生も名

前が出てこないことがあるのだと「やったー！」と思いました。褒

められたこともありました。 

2014 年３月最後の講座では中央青年の家から雪入に向かう途中

福田良市先生を偲んで 
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で絶滅危惧種のオオカナワラビを見つけ「大金星だ！」と(ガッツポーズです)。その後イズセンリ

ョウやキミノマンリョウに案内しようとした先生を見失い、山の中で騒ぎになりましたのも懐かし

いです。沢山の教えと思い出は尽きませんが、も少し、覚束なくなってきた「足で稼いで」学びたい

と思います。 

因みに前任の安先生は「マムシとウルシとケムシに気を付けろ」とおっしゃってました。 

(パートナー 江川） 

 

  スズメのチュンチュン、ヒヨドリのヒーヨヒーヨ ヒーヒー、カラスのカーカー、ウグイスのホ

ーホケキョ、だれもが普段なんの疑いもなく耳にしている鳥の声ですが、鳥たちはなぜ鳴いている 

と思います？ そう、私達人間は言葉を使って「元気かい」「今どこ」「そっちへ行くと危ないよ」な

どのコミュニケーションをとっていますが、鳥たちも鳴き声の変化（高音、低音など）でお互いのコ

ミュニケーションはもちろん、気持ちを表したり、生活の様子を表現しているのです。 

センター文献資料室所蔵の本「鳥はなぜ鳴く？ホーホケキョの科学」（松田道生著）によると、野

鳥たちが夜明け前のうす暗いうちにさえずりだし、日が昇り周りが明るくなると鳴きやむ習性があ

るのは、①日が昇る前は、空気が安定していて風がなく声を遠くまで届けられること。②小鳥の天

敵、タカやトンビなど猛禽類がまだ活動していなく、天敵に見つかりにくいこと。③夜明け前はま

だ暗く、食べ物となる昆虫を捕まえるのが簡単ではありません。鳥にとってはいちばんヒマな時間

だからだそうです。 

また、ウグイスやコマドリなど昼間も鳴き続ける鳥は、①音が響かない藪（やぶ）の中に多く居るこ

とから音が遠くまで届きにくく、コミュニケーションをとるため昼間も鳴き、なわばりを巡回する

必要があること。②藪の中は、木のてっぺんやこずえで身体をさらしてさえずる鳥に比べればはる

かに敵に見つかりにくいからだそうです。 

一方、鳥たちはなわばりに侵入者がいるときは、低い

声で鳴くそうです。これは鳥の低い声には音響学的に分

析すると威嚇的な要素が有り、侵入者を威嚇していると

きだそうです。 

更に、小鳥の鳴き声に高い音で鳴くものが多いのは、

木の葉が繁っている森の中ではその間をすり抜けるの

は高い音の方が有利だからだそうです。草原など開けた

場所で生活している鳥、フクロウなどは低い音量で鳴く

そうです。最後に（鳥によっては）鳥の鳴き声にも方言

があることをお伝えします。ウグイスの鳴き声、北海道では「ホーホケチョ」小笠原では「ギーチョ

ン」石垣島では「ホーホケペチョ」と鳴くそうです。パートナーの皆さん、鳥の声に興味がわきませ

んか。外から聞こえてくる鳥の鳴き声に耳を傾け、鳥たちの生活の様子を感じようではありません

か。        

                                 （パートナー 浅野） 

センター展示室・野鳥コーナー 

「香澄」アーカイブス コラム「鳥の鳴き声」 
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私は茨城県の地図をみると、いつも思うことがある。茨城県は「座

った犬の遠吠え」。太平洋に向かって吠えている。利根川沿いに座っ

た犬の前足が西浦と北浦を挟んで出ており、足の先が犬吠埼付近。吠

える口先が北茨城市の鵜ノ子岬。八溝山が耳、古河市付近が尻といっ

たところだ。県内に縦横に河川が流れているが、これらは犬の体を巡

る大小の血管のよう

だ。 

そして、霞ヶ浦も

その血管群に支えら

れているのだと考え

ると面白い。霞ヶ浦

に流入する河川は 56 ヶ所もあり、１級河川が 24 ヶ

所にも及んでいるという。本センターの資料をみる

と、ザリガニのような形をした霞ヶ浦の周りをまる

で毛むくじゃらにするように大小の川が覆ってい

る。流域面積は茨城県の三分の一にもなるとの事。

この流域を囲むかのごとく、北に那珂川、南に利根

川、西には鬼怒川といった大河が囲んでいる。   

今年１月には、霞ヶ浦導水事業の石岡トンネルが

貫通した。 

紫峰とも呼ばれる筑波山を配するこの霞ヶ浦流域には独特の魅力があるような気がする。 

私は、本センターの対岸、阿見町に居住して 38年になるが、霞ヶ浦近辺に住まいしながら、未だ

この湖近傍が頭に入っていない。今回、この不案内な者の目で見た霞ヶ浦流域の景色を探ってみた

いと思う。今更と思われる描写や間違いもあろうかと思うが、ご容赦願い、誤謬箇所はどんどんご

指摘頂きたい。 

 まず、霞ヶ浦に流入する代表的な河川の概要を下表に記してみた。 

これらの河川のうち、桜川と恋瀬川の河口はザリガニに似た西浦の両ハサミの先であり、巴川は

 

霞ヶ浦の河川  （その１） 
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桜川河口 恋恋瀬川河口 新利根川河口 小野川河口 巴川河口 

北浦の先端であるが、その水源は筑波山の北方に位置し、半径５㎞の範囲に集まっているのは興味

深い。新利根川や小野川は平地の水利の為に江戸時代から改修整備され続けた歴史もあるようで、

散策しつつ探ってみたい。 

 今回は、これら河川の霞ヶ浦河口付近の景を映して稿とさせて頂く。      

 

                                （パートナー 小松） 

パートナークリーンアップ活動などを中心に活動をしている中島です。 

私はセンターパートナー活動の他に、地元である古河市で道路美化等

の活動をしているボランティア団体「クリーン古河の会」に所属し、古

河市内の県道周辺での除草、花の苗の植え付けなどや交通量の多い道路

での立哨指導などの活動を 30 年間続けてまいりました。 

今回、これらの活動が評価され昨年８月に国土交通大臣表彰を受賞し

ました。 

活動をする上において常に心がけていることは「楽しく取り組むこと」

です。楽しみながら体を動かすことで健康の増進にもつながるのでない

かとの思いで、仲間たちと楽しく活動を続けています。 

また、会員の高齢化などの課題もあることから、市内の小中学校において環境に関する校外学習

などを行いながら一緒にボランティア活動に参加していただける仲間の育成などにも努めています。 

今後も、元気で長く活動を続け霞ヶ浦の環境美化や、ふるさと古河をきれいで住みよい街にする

ため活動を続けていきたいと思います。                 （パートナー 中島） 

================================＜編集後記＞============================== 

 皆様新年おめでとうございます。 

執筆者の皆様、年末年始のお忙しい中、今号へのご寄稿、ありがとうございました。お陰様で今号

も６頁編集とすることができました。 

特にパートナー中島さんの活動紹介、諺「継続は力なり」を痛感した次第です。ありがとうござい

ました。パートナーの皆様、今年もパートナー活動の更なる充実とセンターの‘’理念‘’「人と自

然の共生する環境の保全・創造への取組」を推進するため、パートナー情報誌「香澄」への投稿、よ

ろしくお願いいたします。                       （パートナー 浅野） 

========================================================================= 

「香澄」編集委員会：浅野明宏、有吉潔、二階堂春恵、栗原繁、樽見博文 

パートナー紹介 「私のボランティア活動」 


